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令和３年度厚生労働行政推進調査事業費補助金 
政策科学総合研究事業（政策科学推進研究事業） 

総括研究報告書 
 

診療現場の実態に即した医療ビッグデータ（NDB等）を利活用できる人材育成促進に資するた
めの研究 

 
 
 

研究代表者 康永秀生  東京大学大学院医学系研究科臨床疫学・経済学 教授 
研究分担者 中山健夫  京都大学医学研究科健康情報学分野 教授 
研究分担者 田宮菜奈子 筑波大学医学医療系ヘルスサービスリサーチ 教授 
研究分担者 笹渕裕介  自治医科大学データサイエンスセンター 講師 

 
NDB・DPC 等の医療ビッグデータ解析に精通した研究者を育成することは急務である。 
令和３年度において、研究代表者・康永秀生の分担研究「ビッグデータ研究実践能力およびデ

ータハンドリング技術養成プログラムの実践」では、（１）NDB の e ラーニング型コンテンツお

よびオンデマンド型教育ビデオコンテンツの新規開発、（２）オンサイトセンターの利活用の検

討、（３）大規模データ(NDB,DPC,JMDC データ等)を用いた研究の実践を行った。 
研究分担者・中山健夫らの分担研究「NDB データ研究の実践と人材育成プログラム開発・検証」

では、アカデミアにおける研究者養成とは異なる形式での保健医療介護ビッグデータ研究人材

育成の可能性について検討した。 
研究分担者・田宮菜奈子らの分担研究「医療・介護データ活用による研究・人材育成」では、

医療・介護保険レセプトデータや Diagnosis Procedure Combination (DPC)データなどの医療ビッ

グデータを用いた研究を推し進め、特に修士・博士課程学生や若手医師を対象にした人材育成

に一層力を入れた。 
研究分担者・笹渕裕介らの分担研究「診療現場の実態に即した医療ビッグデータ（NDB 等）を

利活用できる人材育成促進に資するための研究」では、研究計画立案、統計解析用ソフトウェ

ア R について双方向型オンラインプログラムの開発に着手した。 
今回我々が実践した研究は、NDB ばかりでなくあらゆる保健・医療・介護ビッグデータに対応

できる人材育成に関連するものである。開発されたプログラムやそれに基づく研究を継続的に

実践することにより、ビッグデータのデータハンドリング、データベースマネージメントに関

する総合的な技術を持つ研究者を多数輩出できる。また、日常臨床のクリニカル・クエスチョ

ンを既存のビッグデータを用いて解明する研究実践能力を持つ研究者を多数輩出できる。さら

に、データハンドリング技術と臨床研究実践能力の両方に長けた人材を多数育成でき、それに

よりわが国の医療ビッグデータ研究の進歩を加速できる。 
 
 
Ａ．研究目的 
近年、NDB・DPC などの保健医療ビッグデ

ータや介護ビッグデータを用いた大規模デ

ータベース研究が拡大している。これらの研

究をさらに発展させるためには、臨床医学・

疫学・統計学の知識に加えて、データベース

に関連する知識や技能に精通した人材の育

成が必須である。 
研究代表者の康永秀生、研究分担者の中山健

夫、田宮菜奈子、笹渕裕介は、長年にわたる

ビッグデータ研究の実績があり、各機関にお

いてビッグデータ研究の人材育成も担って

きた。康永は東京大学の、中山は京都大学の

NDB オンサイトセンターの運営にもあたっ

ている。NDB データを研究用のデータセッ

トに転換する際に存在する数多くの落とし

穴の洗い出しや NDB データの処理方法など

は、オンサイトセンターの研究プロジェクト

で既に明らかにしてきた。本研究では、康

永・松居・笹渕は NDB・DPC 等、中山は NDB
データ等、田宮は介護データ等の人材育成プ

ログラム開発・実践、およびビッグデータ研

究の実施・指導を担当した。 
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先行の研究班のもとに、ビッグデータ研究利

活用のための若手研究者コンソーシアムを

立ち上げた。疫学・統計学・医療情報学等の

社会医学系研究者に加えて、臨床医学、健康

科学・看護学などの若手研究者も多数参画し

た。研究班メンバーが若手研究者を直接指導

し、そこで日夜培われ開発される個別技術

（データハンドリング技術、観察研究におけ

る統計解析技術など）を体系化・一般化し、

既存の知識と合わせた、種々のビッグデータ

に応用可能な教育プログラムを開発してき

ており、これをさらに継続した。 
研究代表者・康永秀生の分担研究「ビッグデ

ータ研究実践能力およびデータハンドリン

グ技術養成プログラムの実践」では、（１）

NDB の e ラーニング型コンテンツおよびオ

ンデマンド型教育ビデオコンテンツの新規

開発、（２）オンサイトセンターの利活用の

検討、（３）大規模データ(NDB,DPC,JMDC
データ等)を用いた研究の実践を行った。 
研究分担者・中山健夫らの分担研究「NDB
データ研究の実践と人材育成プログラム開

発・検証」では、アカデミアにおける研究者

養成とは異なる形式での保健医療介護ビッ

グデータ研究人材育成の可能性について検

討した。 
研究分担者・田宮菜奈子らの分担研究「医

療・介護データ活用による研究・人材育成」

では、本研究分担班では、医療・介護保険レ

セプトデータや Diagnosis Procedure 
Combination (DPC)データなどの医療ビッグ

データを用いた研究を推し進め、特に修士・

博士課程学生や若手医師を対象にした人材

育成に一層力を入れた。 
研究分担者・笹渕裕介らの分担研究「診療現

場の実態に即した医療ビッグデータ（NDB
等）を利活用できる人材育成促進に資するた

めの研究」では、研究計画立案、統計解析用

ソフトウェア R について双方向型オンライ

ンプログラムの開発に着手した。 
 
 
Ｂ．研究方法 
１．ビッグデータ研究実践能力およびデータ
ハンドリング技術養成プログラムの実践 
研究代表者・康永秀生らの分担研究では、以

下を実施した。 

（１）NDB 用教育プログラムの新規開発 
NDB 教育プロプログラムとして、新たに e
ラーニング型コンテンツおよびオンデマン

ド型教育用ビデオのコンテンツの開発を行

った。 
(i) NDBガイドラインの理解のためのeラー

ニング型コンテンツ 
(ii) NDBの概要の理解のためのeラーニング

型コンテンツ 
(iii)オンサイトセンター利用に関するオンデ

マンド型教育コンテンツの開発 
(iv)Docker の導入に関するオンデマンド型教

育コンテンツの開発 
 
（２）大規模データベース(NDB,DPC,JMDC
データ等)を用いた研究の実践 
これまでの人材育成プログラムの内容に沿

って、日常臨床からクリニカル・クエスチョ

ンを紡ぎ出し、検証可能なリサーチ・クエス

チョンに構造化し、NDB,DPC,JMDC データ

等を用いた臨床研究・疫学研究・ヘルスサー

ビスリサーチを多数実践した。 
 
◆倫理面への配慮について 
NDB、DPC、介護データなどあらゆるデータ

は、すべての個人情報が削除されている。 
NDB データは東大オンサイトセンターでの

利用に限られた。 
その他のデータは東京大学のサーバー室内

で厳重に管理される。データベースから研究

プロジェクトごとに切り出されたデータセ

ットは内部での利用に限られ、データセット

のコピーの持ち出しは禁止とされている。本

研究は東京大学の倫理委員会に倫理申請を

行い承認を得た。 
 
２．NDBデータ研究の実践と人材育成プログ
ラム開発・検証 
研究分担者・中山健夫らの分担研究では以

下を実施した。京都大学は 2019 年度より文部

科学省の助成を受け、関西広域の計 13 大学と

コンソーシアムを構築して「関西広域・医療

データ人材育成拠点形成事業（Kansai Union / 
Kyoto University Education Program for Digital 
Health Innovation: KUEP-DHI. 責任者：黒田知

宏・京都大学医学部附属病院医療情報企画部

教授）」に取り組んでいる。本事業は医療現場
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から大規模に収集される多様なデータの利活

用を推進し、質の高い医療を実現するため、

医療データの活用基盤を構築・運営する人材、

医療データを利活用できる人材を育成するこ

とを目指すものである。KUEP-DHI の根幹は、

大学院生（主に修士学生）を対象とした「医

療データ取扱専門家育成コース」であり、京

都大学大学院医学研究科と同大大学院情報学

研究科に追加履修コースとして設置されてい

る。次世代医療基盤法や保健医療データプラ

ットフォームに蓄積されるデータを活用し、

医療データサイエンスの国際的牽引役を担え

るよう本邦の医療データサイエンスを発展さ

せるために、医療データが生まれてから活用

されるまでの情報流の始点から終点までを確

実に支え、正しく統制できる人材を育成する

ことを目指している。 
本研究は同事業の一環として実施されてい

る２つの社会人向けインテンシブコースの運

営経験に基づく事例検討である。 
 

 
３．医療・介護データ活用による研究・人材

育成 
研究分担者・田宮菜奈子らの分担研究では、

医療・介護ビッグデータ活用による論文を３

本発表した。解析及び論文執筆は、本研究分

担者（田宮）および本研究協力者（岩上）の

指導のもと、当教室（筑波大学医学医療系ヘ

ルスサービスリサーチ分野）に所属する修士

課程学生および博士課程学生が行った。 
論文１：Factors Associated with Outpatient 
Cardiac Rehabilitation 
Participation in Older Patients: A 
Population-Based Study 
Using Claims Data from Two Cities in Japan
（ Annals of Clinical Epidemiology 
2022;4(1):11–19） 
日本の 2 つの自治体の医療・介護保険請求デ

ータを分析した。データ対象期間は、A 市は

2014 年 4 月～2019 年 3 月、B 市は 2012 年 4
月～2016 年 11 月であった。術後の急性心筋

梗塞、狭心症、心臓弁膜症の 65 歳以上の患

者を特定した。心臓リハビリテーションの参

加割合を推定し，外来心臓リハビリテーショ

ン参加に関連する因子（年齢，性別，心疾患

の種類，開心術，Charlson comorbidity index，

要介護度，カテコラミン使用，入院心臓リハ

ビリテーション，心臓リハビリテーションの

Hospital volume）を特定するためにロジステ

ィック回帰を実施した。 
 
論文２：Comparison of patient characteristics 
and in-hospital mortality between patients 
with COVID-19 in 2020 and those with 
influenza in 2017-2020: a multicenter, 
retrospective cohort study in Japan（Lancet 
Reg Health West Pac 
. 2022 Mar;20:100365.） 
【方法】日本の大規模多施設入院患者請求デ

ータを用いて、2020 年に COVID-19 で入院

した患者、または 2017～2020 年にインフル

エンザで入院した患者を特定した。患者の特

徴、治療内容、院内死亡率を比較し、全体、

年齢層別、人工呼吸器装着患者における院内

死亡率を多変量ロジスティック回帰分析に

より検討した。 
 
論文３：Association between pre-admission 
anticoagulation and in-hospital death, venous 
thromboembolism, and major bleeding 
among hospitalized COVID-19 patients in 
Japan（Pharmacoepidemiol Drug Saf 
. 2022 Mar 24.） 
メディカル・データ・ビジョン社が構築した

大規模診療報酬データベースを用いて，

COVID-19 で入院した患者のうち、入院前 3
カ月以内に少なくとも 1 回は外来での処方

データがあった患者を抽出した。曝露は入院

前の抗凝固治療（直接経口抗凝固薬またはビ

タミン K 拮抗薬）とし、アウトカムは院内

死亡、静脈血栓塞栓症、大出血とした。アウ

トカム数が少ないため、静脈血栓塞栓症と大

出血については 1 つのスコア（入院前の抗凝

固療法を受けたという傾向スコア）で調整し、

多変量ロジスティック回帰分析を実施した。 
 
 
４．診療現場の実態に即した医療ビッグデー

タ（NDB 等）を利活用できる人材育成促進

に資するための研究 
研究分担者・笹渕裕介らの分担研究では、 
①これまで自治医科大学データサイエンス

センターにおいて医療ビッグデータを利用
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した研究を行っている研究者、大学院生に対

して必要なプログラムについて意見交換を

行う。 
②研究者・大学院生の意見を元にこれまでに

作成した医療ビッグデータハンドリング教

育プログラムから双方向型オンラインプロ

グラムを開発するコンテンツの選別を行う。 
③選別したコンテンツに関する双方向型の

オンラインプログラムを開発する。 
④実際にプログラムを提供し医療ビッグデ

ータ研究実施へとつなげていく。 
 
 
Ｃ．研究結果 
１．ビッグデータ研究実践能力およびデータ
ハンドリング技術養成プログラムの実践 
（１）NDB 用教育プログラムの新規開発 
(i) NDBガイドラインの理解のためのeラー

ニング型コンテンツ 
匿名レセプト情報・匿名特定健診等情報の提

供に関するガイドラインに沿って、ガイドラ

インの理解を確認する設問を作成した。 
(ii) NDBの概要の理解のためのeラーニング

コンテンツ 
NDBの構造、ID、レセプトの構造化などの

学習に引き続き、実際のSQLクエリを書く演

習も組み合わせたコンテンツを作成した。 
(iii)オンサイトセンター利用に関するオンデ

マンド教育コンテンツの開発 
NDB 東京大学オンサイトセンターの運用方

法を整備した。外部利用者向けの利用手続き、

利用上の注意などを整理した。さらにこれら

についてのチュートリアルとなるオンデマ

ンド教育コンテンツを作成した。 
(iv)Docker の導入に関するオンデマンド教育

コンテンツの開発 
Docker を用いた NDB 解析環境の構築の可能

性について検討した。 
Docker の導入についてユーザー向けの解説

ビデオの作成に着手した。こちらは令和 4 年

度に完成しその後リリースする予定である。 
 
（２）大規模データベー(NDB,DPC,JMDC
データ等)を用いた研究の実践 
大規模データベース(NDB,DPC,JMDC デー

タ等)を用いたを用いた研究を行い、2021 年

中に 106 編の英文原著研究論文を出版した。

その成果は「G．研究発表」の一覧に示す。 
 
２．NDBデータ研究の実践と人材育成プログ
ラム開発・検証 

KUEP-DHI では大学院生という立場に依ら

ず、企業の勤務者等、社会人を想定して次の 2
種類のインテンシブコースを提供している。 
 
（１）DHIEP Program（ディープ プログラム. 
責任者: 奥野恭史・京都大学大学院医学研究科

ビッグデータ医科学教授） Data-driven 
Healthcare Innovation Evangelist Promotion 
Program 分析だけを請け負う従来型データ

サイエンティストではなく、ライフサイエン

ス・ヘルスケア領域に深い造詣を有し、社会

変革を実現しうる人材育成を目指すプログラ

ム。対象は医療データの利活用を志す個人で

あり、個人参加、登録等も個人で行う。出願

資格は大卒資格を有する者で、ライフサイエ

ンス・IT 関連企業に所属する者及び今後当該

領域に参入を検討している者、医療従事者、

地方自治体職員、規制当局関係者、大学院生

など定員は 20 名。カリキュラムの修業期間は

半年間であり、大きく経営・社会変革、医学・

生命科学、情報・データサイエンスの 3 領域

で基礎知識を e-learning で学び、必修科目 45
時間（プレゼンテーション・コミュニケーシ

ョン、環境・市場理解、ビジネスモデリング、

デザインシンキング、チェンジマネジメント、

医療情報倫理学、バイオインフォマティクス、

可視化、AI・機械学習など）、選択科目 21 時

間（ゲノム医療、IT 創薬、ライフサイエンス

データベース、時系列分析、テキストマイニ

ング、ベイジアンネットワーク等）、実習（必

修）20 時間（医療データから患者を層別化し、

診断アプローチを提案、既存データベースを

活用して分子標的探索を行い現状プロセスの

改善点を提案、電子カルテの副作用情報を用

いたドラッグリポジショニングの探索、ライ

フログと医療データを用いた生活の中からの

医療シーズの発見等）で構成されている。修

了要件は、合計 60 時間以上の履修と各科目評

価での合格（修了要件を満たせば、履修証明

書が授与される）。受講料は社会人が 50 万円

（税抜）、大学官公庁等の職員と大学院生は無

料である。 
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（２）医療データ人材育成拠点形成事業ビジ

ネス特化型インテンシブコース Kansai 
Union / Kyoto University Education Program for 
Digital Health Innovation directly on themes of 
business (KUEP-DHI dot.b. 責任者：中山健夫・

京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専

攻健康情報学教授)：民間（企業）のニーズを

踏まえつつ、医療データの活用に造詣のある

人材を育成していくことを目的とするプログ

ラム。対象は医療データ利活用に造詣のある

スタッフを確保したい企業であり、個人参加

ではあるが、契約は企業－大学間で締結する。 
育成する人材像は参加者が所定のプログラ

ムを終えられた後には、各企業に戻り、医療

データを企業内で有効かつ安全に利用する方

針を立案したり、使用できるデータを適切に

活用したりすることで有用な商品やビジネス

等の開発に繋げ、社会に貢献できる人材を想

定。到達目標は次の通りである。 
・医療データを活用するための知識を系統立

てて理解し、応用できる。 
・医療データの活用に必要な現場感覚をもと

に、医療データを分析して結果を解釈できる。 
プログラムの内容は、独自講義、大学院の既

存科目については科目等履修制度の活用、文

献抄読、分析実習、臨床講義・実習、グルー

プ演習で構成されている。分析実習では NDB
オープンデータ等を用いたR、SQL等の利用、

グループ演習では、NDB 申し出の練習や実際

の NDB サンプリングデータセットを用いた

分析実習を実施している。また実習では、電

子カルテ入力体験により、電子カルテの自習

環境の操作、電子カルテのインターフェイス

の理解、予め提示された模擬患者に対し、医

師になったつもりでのカルテ記入等を通して、

入力されるデータの背景とリアリティを実感

できる機会を提供している。医療データ研究

演習では、EBM の PECO（patient, exposure, 
comparison, outcome）形式を学び、構造化され

た研究計画を立ててデータを抽出し分析する

という、データベース研究の一連のプロセス

を提供している。dot.b プログラムは、参加者

個人と契約を行うのではなく、まず本プログ

ラムの趣旨に賛同する企業を募り、大学と有

償の共同研究契約を締結する。そして各企業

内で参加の該当者を選定し、プログラムに派

遣する。参加者は京都大学と各企業の共同研

究のプロジェクト研究員として、プログラム

参加期間中は、京都大学での立場を持つこと

ができ、京都大学の各種リソースを一定の条

件で利用できる。 
 
３．医療・介護データ活用による研究・人材

育成 
論文１：  
合計 690 名の患者が対象となった。外来心臓

リハビリテーションを受けた患者の割合は、

全体で 9.0％であった。多変量ロジスティッ

ク回帰分析により、男性（調整後オッズ比

3.98; 95%信頼区間 1.69-9.37）、急性心筋梗塞

（調整後オッズ比  2.76; 95% 信頼区間

1.20-6.36）、入院心臓リハビリテーション（調

整後オッズ比 OR 17.01; 95% 信頼区間 
5.33-54.24）、および心臓リハビリテーション

の Hospital volume（調整後オッズ比 4.35; 95%
信頼区間 1.14-16.57）が、外来心臓リハビリ

テーションと独立して関連していた。 
 
論文２： 
COVID-19患者16,790例とインフルエンザ患

者 27,870 例を同定した。年齢分布が異なっ

ており、COVID-19 では 70～89 歳にピーク

があるのに対し、インフルエンザでは 0～9
歳と 80～89 歳の二峰性ピークであった。入

院時，人工呼吸器の使用率は両群で同等であ

ったが（1.4％ vs. 1.4％）、入院期間中は

COVID-19 群で高かった（3.3％ vs. 2.5％、p
＜0.0001）。院内死亡率は，COVID-19 群で

5.1％（856/16,790）、インフルエンザ群で

2.8％（791/27,870）であった。潜在的な交絡

因子で調整すると、院内死亡率はインフルエ

ンザよりも COVID-19 で高かった（調整オッ

ズ比 1.83、95％信頼区間 1.64–2.04）．年齢層

別解析では，20～69 歳および 70 歳以上の患

者の調整後オッズ比（95％信頼区間）はそれ

ぞれ 0.78（0.56–1.08）および 2.05（1.83–2.30）
であった（p-for-interaction＜0.0001）。人工呼

吸器治療を行った患者では、調整後オッズ比

は 0.79（0.59–1.05）であった． 
 
論文３：  
解析対象患者 2,612 人のうち、179 人（6.9％）

が入院前の抗凝固療法を受けていた。入院前



6 
 

の抗凝固療法を実施した患者と実施しなか

った患者の粗発生率は、それぞれ院内死亡が

13.4％対 8.5％、静脈血栓塞栓症が 0.56％対

0.58％、大出血が 2.2％対 1.1％となった。調

整後オッズ比（95％信頼区間）は、院内死亡

が 1.25（0.75-2.08）、静脈血栓塞栓症が 0.21
（0.02-1.97）、大出血が 2.63（0.80-8.65）で

あった。感度分析により結果は変わらなかっ

た。 
 
４．診療現場の実態に即した医療ビッグデー

タ（NDB 等）を利活用できる人材育成促進

に資するための研究 
①②特に統計解析のプログラムは双方向型

であることが習得の近道であるとの意見が

多かった。また、ほぼすべての研究者、大学

院生から研究計画立案について知識が足り

ないことについて教育を受ける機会が不十

分であるとの意見があった。そこで研究者に

とって必要性の高い研究計画および統計ソ

フトウェア R についての双方向型オンライ

ンプログラムの開発を行うこととした。 
双方向型教育プログラムのコンテンツ 
(1) 研究計画立案 
研究計画の立案について教育を受ける機会

が少ない、書籍等での学習と自身での計画立

案にはギャップがあり、自力でそのギャップ

を埋めることが難しい等の意見を得た。そこ

で、研究計画立案に際して必須の以下の項目

について双方向型オンラインプログラムの

開発を行うこととした。 
・クリニカルクエスチョン（CQ）からリ

サーチクエスチョン（RQ）への作り変え 
・FINER による RQ の評価 
・文献検索 
・研究デザイン 
・抽出変数の定義 

(2) R による統計解析 
R に関して昨年度までに開発した e-learning
プログラムを改良し、以下の項目について双

方向型オンライン教育プログラムの開発を

行うこととした。 
・データの整形 
・各変数の集計及び可視化 
・検定 
・回帰分析 

・生存時間分析 
③研究計画立案、R による統計解析に関して

いずれも一部動画撮影が終了した。令和 4 年

度も引き続き動画撮影とプログラム開発の

完了へ向けて進めていく。 
④令和 4 年度中にプログラムを提供予定で

ある。 
 
（倫理面への配慮） 
倫理的な問題はない。 
 
 
Ｄ．考察 
本研究は、わが国のビッグデータ研究におい

て不足している「人材育成」を最重視し、ビ

ッグデータ研究のための種々の技術を一般

化し体系的なプログラムを構築した上で、そ

れらを多数の研究者等に利活用してもらえ

るように社会実装を試みる点が、既存研究に

ない独創的な点である。 
 
１．ビッグデータ研究実践能力およびデータ
ハンドリング技術養成プログラムの実践 
本プログラムの内容の多くは実質的に既に

研究代表者を中心とする研究チームで実践

されてきたものを踏襲しており、それらを用

いて多くの論文投稿・出版の実績を挙げてき

た。その実績を以て、すでにその効果は実証

済みである。本研究は、それを体系化・一般

化する試みである。 
多数の大規模データ研究・論文執筆を通して

用いられてきた個別技術（データハンドリン

グ技術、観察研究における統計解析技術、な

ど）を体系化・一般化し、既存の知識と合わ

せて、種々のビッグデータに応用可能な人材

育成プログラム version 1 を 2017 年度に最初

に開発した。これを 2018 年度に実施し、そ

の効果を検証した。2019 年度研究において

は、2018 年度の実践結果を踏まえて、プロ

グラムを改良し、人材育成プログラム ver.2
を作成し、同年度に実施した対面型セミナー

の評価結果は概ね良好であった。さらにプロ

グラムの利用者拡大のため、2020 年度には

オンライン教育プログラムの作成を行った。

評価結果は極めて良好であった。 
さらに 2021 年度は上記の開発を行った。こ

れらのリリースは 2022 年度に行い、プログ

ラム評価も行う。 
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上記のすべては、厚生労働省が進める NDB
高度利活用に直接反映される研究である。

NDB ばかりでなく、あらゆる保健・医療・

介護ビッグデータに対応できる人材育成を

図ることにより、大規模データのデータハン

ドリング、データベースマネージメント等に

関する総合的な技術を持つ人材を多数育成

できる。 
データハンドリング技術と臨床研究実践能

力の両方に長けた人材を多数育成すること

により、わが国の大規模医療データベース研

究の進歩を加速でき、それによってわが国発

のエビデンスを量産できることが期待され

る。 

 
 
２．NDBデータ研究の実践と人材育成プログ
ラム開発・検証 

研究分担者・中山健夫らの分担研究では、 
「関西広域・医療データ人材育成拠点形成

事業」における 2 種類の社会人向けインテン

シブコースの経験から、データサイエンスの

人材育成に関するいくつかの知見を得た。下

記に抜粋して記述する。 
・医療者でない参加者の場合、医療データ以

前の「医療そのもの」への距離感が大きいた

め、プログラム提供に当たっては、そのギャ

ップを十分意識することが必要。 
・NDB 等の実際のデータに触れることは学習

者のモチベーションを大きく高め得る。 
・「公益性のある研究」として NDB 申出書を

書くことの意義を体感することは大いに重要。 
・医師の診断プロセスや、電子カルテ入力体

験を通じた、「データが絶対とは限らない」

「バリデーションが重要」という感覚の共有

はきわめて重要。 
・レセプトでの傷病名同定における投薬や処

置の情報を理解することの重要性。 
・医療の場で入力されている情報が必ずしも

正確かつ網羅的とは言えないことの実感。 
・模擬的なデータ分析体験を通じた、臨床研

究への意識の高まり。 
・「企業が求める人材育成」と「大学教育が想

定する人材育成」の違いの認識。 
・受講者ニーズと提供するコンテンツとのマ

ッチングの重要性。 
 

 本プログラムは 2022 年度も実施しており、

引き続き、より良いデータサイエンス人材育

成の在り方、方向性を探っていきたい。 
 
 
３．医療・介護データ活用による研究・人材

育成 
論文１： 
高齢の心臓手術後の患者における外来心臓

リハビリテーションの参加率は高いは言え

なかった。本研究の一般化可能性と共に、外

来心臓リハビリテーションを受ける可能性

が低い患者群に的を絞ったアプローチによ

り参加率を改善できるかどうかを検討する

ために、さらなる研究が必要である。 
論文２： 
本邦における COVID-19 による入院患者は、

インフルエンザに罹患した患者よりも死亡

する確率が高かった。しかし、これは主に高

齢者での所見であり、人工呼吸が開始された

後は差がなかった。 
論文３： 
入院前の抗凝固療法が院内死亡と関連する

というエビデンスは得られなかった。静脈血

栓塞栓症および大出血に対する効果を結論

づけるには、より大きなサンプルサイズが必

要であろう。 
 
以上のように、医療・介護ビッグデータを有

効に活用し新たな医学的知見を得ることが

できた。また、研究計画立案から、データク

リーニング、統計解析、論文執筆、論文投稿、

レビューワーとのやり取り、までの一連の流

れについて、次世代を担う若手に経験しても

らうと共に、明確な成果物として世に発信す

ることができた。今回の論文執筆をきっかけ

に、今後の活躍が期待できる。 
 
 
４．診療現場の実態に即した医療ビッグデー

タ（NDB 等）を利活用できる人材育成促進

に資するための研究 
医療ビッグデータを用いた研究のための双

方向型教育プログラムの作成にあたり、研究

者・大学院生と意見交換を行った。その結果、

研究者はデータハンドリングや統計解析に

加えて研究デザインの教育も必要であるこ
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とが明らかとなった。 
当センターで行う研究についての研究計画

の立案は分担者が個別に各研究者や大学院

生に対して直接指導を行っている。昨年まで

にこれらの指導内容を体系化し、直接指導を

行わなくとも保健医療ビッグデータ研究を

行うためのデータハンドリングから解析ま

でを習得可能な教育プログラムを開発し、研

究者や大学院生に提供してきた。これらの教

育プログラムによってビッグデータを用い

た研究の実践を通して、学会発表・論文執筆

につながった。しかしながらこれらの教育プ

ログラムは一方向性であり、一部十分な習得

に至らなかった部分に関して改良の余地が

残されていた。本研究ではこれらの習得が不

十分な点について、プログラム受講者から意

見を集めることで特に研究者にとってデー

タハンドリングや統計解析に加えて研究計

画の立案についても教育プログラムが必要

であることが明らかとなった。 
ずさんな研究計画のまま研究を開始すると、

研究途中で様々な問題が生じ、研究自体が頓

挫してしまうこともしばしば起こる。そのた

め、綿密な研究計画を立案する必要がある。

しかしながら、分担者はしばしば問題が生じ

た研究をどのように解決するかという相談

を受ける。この点について研究者と意見交換

を行った結果、研究計画立案に関する教育を

受ける機会が少ないことが問題点として挙

げられた。本研究で開発する研究計画立案の

ための双方向型オンライン教育プログラム

はこれまで分担者が行ってきた指導をオン

ライン用に構築するものであり、これを提供

することで綿密な研究計画を立案し、スムー

ズな研究の実施へとつなげていくことが可

能となる。 
昨年までに開発した R 習得 e-learning プログ

ラムは研究者が動画を視聴することで R の

操作を習得することが可能となっている。し

かしながら、R はプログラミングに不慣れな

研究者にとってはエラーの対処がややハー

ドルが高い。動画視聴中にエラーで先に進め

ない、時間がかかるといった意見があったこ

とから、双方向型のオンライン教育プログラ

ムの必要性が明らかとなった。 
 

4 つの研究を総括すると、下記のような貢献

が期待できる。 
近年、保健・医療・介護データのインフラ整

備が進められているが、そのインフラを活用

できる人材の育成に貢献し、今後待たれる医

療・介護統合データベースの稼働の際には全

省的な政策課題に関する研究・知見を提供す

ることにも貢献できる。さらに、日常臨床の

クリニカル・クエスチョンを既存のビッグデ

ータを用いて解明する研究実践能力を持つ

研究者を多数育成できる。さらに、データハ

ンドリング技術と臨床研究実践能力の両方

に長けた人材を多数育成することにより、わ

が国の医療ビッグデータ研究の進歩を加速

できる。わが国の医療ビッグデータ研究の技

術水準を世界トップレベルに向上させ、それ

によってわが国発のエビデンスを量産でき

ることが期待される。 
 
 
Ｅ．結論 
今回我々が実践した研究は、NDBばかりでな

くあらゆる保健・医療・介護ビッグデータに

対応できる人材育成に関連するものである。

開発されたプログラムやそれに基づく研究

を継続的に実践することにより、ビッグデー

タのデータハンドリング、データベースマネ

ージメントに関する総合的な技術を持つ研

究者を多数輩出できる。また、日常臨床のク

リニカル・クエスチョンを既存のビッグデー

タを用いて解明する研究実践能力を持つ研

究者を多数輩出できる。さらに、データハン

ドリング技術と臨床研究実践能力の両方に

長けた人材を多数育成でき、それによりわが

国の医療ビッグデータ研究の進歩を加速で

きる。 
わが国の医療ビッグデータ研究の技術水準

を世界トップレベルに向上させ、それによっ

てわが国発のエビデンスを量産できること

が期待される。様々なビッグデータ解析の結

果は厚生労働行政に資する基礎資料として

間接的に活用されることが期待される。さら

に、英文論文化されたエビデンスは全世界の

臨床家・公衆衛生実務家・民間企業のプラク

ティスに間接的に活用されるだろう。 
また本研究を通じて、医療・介護ビッグデ

ータ研究の後進の育成実績およびそのノウ
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ハウが順調に蓄積されている。これは、今後

の医療人材のあるべき方向にも沿ったもの

であり、かつ学生や若手自身が自ら意欲的に

取り組める内容でもあり、適切な指導により

高い成果につなげられることが示唆された。 
今後、以上の経験を生かし、それぞれの分野
やレベルの違いに応じた医療・介護ビッグデ
ータ人材教育の最適な方法論についてまと
めていくことが必要であると考える。 
 
 
Ｆ．健康危険情報 
なし 
 
 
Ｇ．研究発表 
論文発表 
＜康永秀生＞ 
1. Aso S, Matsui H, Fushimi K, Yasunaga H. 
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